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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】安価で且つ簡易な構造で生鮮食料品の運送時の
温度を保つことが可能で、また、折り畳みやすいことか
ら未使用時の取り扱いが容易で、廃棄処分もしやすい生
鮮品配送包装材を提供する。
【解決手段】コンテナに内装可能で蓋部を有する箱状の
包装材本体１０を備え、包装材本体が、二枚の合成樹脂
フィルム間に空気が封入されたエアーキャップで形成さ
れ、また、包装材本体の蓋部１４が、１つの側部１２か
ら延設された鍔状であることを特徴とする。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　コンテナに収納して運送する生鮮食料品を覆う生鮮品配送包装材において、
該コンテナに内装可能で蓋部を有する箱状の包装材本体を備え、
該包装材本体が、二枚の合成樹脂フィルム間に空気が封入されたエアーキャップで形成さ
れていることを特徴とする生鮮品配送包装材。
【請求項２】
　前記包装材本体の蓋部が、１つの側部から延設された鍔状であることを特徴とする請求
項１記載の生鮮品配送包装材。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、コンテナに収納して運送する生鮮食料品を覆う生鮮品配送包装材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、野菜や果実等の生鮮食料品を収納して産地から市場に輸送するために、合成
樹脂製の箱形のコンテナや段ボール箱が用いられている。コンテナや段ボール箱に入れら
れた生鮮食料品は、トラックの冷凍庫や冷蔵庫を有する荷台に積まれて運送される。トラ
ックでは、この冷凍庫と冷蔵庫との両方有するものが用いられているが、野菜等のように
低温にさらすと逆に傷んでしまう生鮮食料品を運送する場合には、荷台内部の冷凍庫から
離れた位置に載置するようにするものの、それでも冷気の流れ込みにより傷んでしまうケ
ースが多々ある。
【０００３】
　そこで、例えば、生鮮食料品の運送時の温度を保つために、特許文献１に示されるよう
な保冷箱を用いることも可能である。特許文献１の保冷箱は、板状発泡内装材が、ダンボ
ール箱等の箱体の内部六面を覆うようにして内蔵され、保冷効果・保温効果を有するもの
である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－８８９２４号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の保冷箱では、従来のコンテナとは別の保冷箱を用意する必要があ
り、従来のコンテナが無駄になると共に新たに多額の費用が発生してしまう。また、従来
の保冷箱では、板状発泡内装材がかさばりコンパクトに折り畳むことが困難なため、未使
用時の取り扱いが煩雑になってしまう。
【０００６】
　本考案は、このような事情に鑑みてなされたもので、安価で且つ簡易な構造で生鮮食料
品の運送時の温度を保つことが可能で、また、折り畳みやすいことから未使用時の取り扱
いが容易で、廃棄処分もしやすい生鮮品配送包装材を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１記載の生鮮品配送包装材は、コンテナに内装可能で蓋部を有する箱状の包装材
本体を備え、包装材本体が、二枚の合成樹脂フィルム間に空気が封入されたエアーキャッ
プで形成されていることを特徴とする。
【０００８】
　請求項２記載の生鮮品配送包装材は、包装材本体の蓋部が、１つの側部から延設された
鍔状であることを特徴とする。
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【考案の効果】
【０００９】
　本考案によれば、包装材本体が、二枚の合成樹脂フィルム間に空気が封入されたエアー
キャップで形成されていることから、安価で且つ簡易な構造で生鮮食料品の運送時の温度
を保つことが可能で、また、折り畳みやすいことから未使用時の取り扱いが容易で、廃棄
処分もしやすい。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本考案に係る生鮮品配送包装材の一例を示す斜視図である。
【図２】同生鮮品配送包装材の使用方法を示す斜視図である。
【図３】同生鮮品配送包装材の使用方法を示す斜視図である。
【図４】同生鮮品配送包装材の使用方法を示す斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本考案の形態について図面を参照しながら具体的に説明する。図１は、本考案に
係る生鮮品配送包装材の一例を示す斜視図である。図２～図４は、同生鮮品配送包装材の
使用方法を示す斜視図である。図に示す生鮮品配送包装材１は、コンテナ２０に収納して
運送する生鮮食料品を覆うためのものである。コンテナ２０は、野菜や果物等の生鮮食料
品を収納して、トランクにより運送するための箱で、例えば合成樹脂製の折り畳み式のも
のである。尚、コンテナ２０は、合成樹脂製に限らず、折り畳み式でなくてもよく、蓋が
なくてもよく、段ボール箱のような紙製であってもよい。
【００１２】
　生鮮品配送包装材１は、コンテナ２０に内装可能な箱状の包装材本体１０からなる。ま
た、包装材本体１０は、蓋部１４を有し、蓋部１４は、１つの側部１２から延設された鍔
状である。そして、包装材本体１０は、二枚の合成樹脂フィルム間に空気が封入されたエ
アーキャップで形成されている。
【００１３】
　次に、生鮮品配送包装材１の使用方法を説明する。まず、コンテナ２０のコンテナ本体
２２の内側２２ａに、箱状に拡げた生鮮品配送包装材１を入れる。このとき、包装材本体
１０の側部１２が、コンテナ本体２２の内側２２ａに密接するようにする（図２参照）。
そして、包装材本体１０の内側１０ａに、運送する野菜や果樹等の生鮮食料品を収納する
。
【００１４】
　生鮮食料品を包装材本体１０の内側１０ａに収納した後、図３に示すように、包装材本
体１０の蓋部１４を閉じる。蓋部１４がコンテナ本体２２からはみ出るような場合には、
図４に示すように、コンテナ本体２２の内側２２ａに折り込むようにする。そして、コン
テナ２０の蓋部２４を閉じることにより、生鮮食料品を運送可能な状態になる。
【００１５】
　このような構成の生鮮品配送包装材１によれば、包装材本体１０が、二枚の合成樹脂フ
ィルム間に空気が封入されたエアーキャップで形成されていることから、安価で且つ簡易
な構造で生鮮食料品の運送時の温度を保つことが可能で、また、折り畳みやすいことから
未使用時の取り扱いが容易で、廃棄処分もしやすい。特に、廃棄処分においては、生鮮品
配送包装材１の材質が１つであることから、分解や分別等の作業を必要とせず、処分の取
り扱いが容易である。
【００１６】
　また、包装材本体１０が、コンテナ２０の形状に沿うように箱状に形成されていること
から、コンテナ２０の内側２２ａへの生鮮食料品の出し入れが容易で、且つ、コンテナ２
０の内側２２ａの収納空間を狭めることなく有効に利用することができる。
【００１７】
　さらに、包装材本体１０の蓋部１４が、１つの側部１２から延設された鍔状であること
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から、蓋部１４の開閉が容易で、また、蓋部１４を包装材本体１０の内側１０ａに折り曲
げたりすることも可能で、蓋部１４の自由度が高い。
【産業上の利用可能性】
【００１８】
　本考案により、安価で且つ簡易な構造で生鮮食料品の運送時の温度を保つことが可能で
、また、折り畳みやすいことから未使用時の取り扱いが容易で、廃棄処分もしやすい生鮮
品配送包装材を提供することができる。
【符号の説明】
【００１９】
１・・・・・生鮮品配送包装材
１０・・・・包装材本体
１０ａ・・・内側
１２・・・・側部
１４・・・・蓋部
２０・・・・コンテナ
２２・・・・コンテナ本体
２２ａ・・・内側
２４・・・・蓋部

【図１】 【図２】
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